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(氏名) 藤本 哲 (学部) 経済 
１ 重要事項 

 

イ 産学連携の成果を共著論文として発表した。 

「技能習得の段階的指導に関する理論的基盤と凖実験」 

『高崎経済大学論集』第 58 巻、第 3 号、2015、1〜16 頁。 

http://ci.nii.ac.jp/naid/110010002364 

 高崎市内の一病院における透析部門について、業務改善に向けた相談を受け

るうちに、看護師の技能向上に焦点を当てるべきであるということで意見が一

致し、そのためのプログラム開発と、成果の測定方法を共同で検討した。その

取り組み過程と実施方法、取り組みの結果とその分析についてまとめたもので

ある。 

 共著者は以前に本学大学院に在籍し、研究指導を受け、優れた修士論文を提

出して修了している。大学院修了後も継続的に本学を訪れ、研究や経営学の知

識を実務に生かそうと努力している。 

 

ロ 平成 28 年度の特別講義のうち経営学科担当の後期開講分について、企画・

調整を行った。 

 企業・団体の経営において、今も昔も重要な要素で有りながら、大学の授業

としてはまとめて取り上げられることのなかった、経営における立地と固定資

産について取り上げることとし、実現に向けた企画・調整作業を事務局ととも

に行った。 

 

２ その他の事項 
 
 群馬県みどり市の国民宿舎サンレイク草木指定管理者公募に伴う選定委員を

務めた。委員会委員長（同市副市長）より副委員長に指名され、委員会で選任

された。 

 指定管理者の選定作業に伴う通常の検討・発言だけでなく、答申書の作成段

階においては、選定作業そのものの透明性をより高めるべく、答申書に盛り込

むことが望ましい事柄について意見を述べた。 

 

３ 次年度以降の計画・抱負 
 
 平成 28 年度の特別講義のうち経営学科担当の後期開講分について、実務家講

師の方々への詳細な依頼事項を詰め、伝達する。 
 平成 29 年度の特別講義のうち経営学科担当の後期開講分について、企画・調

整を行う。 

 
 


